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７月のこんなことあんなこと

　初山別稲荷神社社務所横にて、

商工会青年部が中心となり、ビ

アガーデンが開催されました。

今年は射的の屋台や、クレー

プ・ケバブ等を販売するキッチ

ンカーも集合し、大人から子ど

もまで多くの住民が宵宮祭を堪

能しました。（７月１１日）

宵 宮 祭

　本祭の翌日、午前９時頃に太鼓の

音と共に、獅子が神社を出発しまし

た。軒花が着いている家を、一軒一

軒清めて回りました。朝から強い日

差しが差し込みとても暑い中での後

祭となりましたが、今年も無事神社

祭が終了しました。

　お祭りに参加した方々、裏で支え

て下さった地域の皆様、お疲れ様で

した。（７月１３日）

後 祭

初山別稲荷神社祭
　午前１０時頃、花火の合図とともに初山別稲荷神

社祭（本祭）が始まりました。天狗を筆頭に、大

人神輿、子ども神輿が続いて行列を成し初山別地

区内を練り歩きました。開始時は雨模様となりま

したが、次第に日差しが強くなり夏の暑さを感じ

ながらの神社祭となりました。村内の方に見守ら

れながら、威勢の良い掛け声や元気あふれる子ど

もたちの掛け声が村内に響き渡りました。

（７月１２日）
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●７月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

ほしっこくらぶ３昌

初山別地区道路一斉清掃６松

豊岬駐車帯環境整備８捷

乳幼児健診１０昌

初山別稲荷神社祭（宵宮祭）
予防接種

１１昭

初山別稲荷神社祭（本祭）１２金

初山別稲荷神社祭（後祭）１３松

村民総監視１６昇

健康診断結果説明会（初山別）１７昌

健康診断結果説明会（有明・豊岬）１８昭

新規漁業者祝金贈呈式２２捷

予防接種２５昭

今月のほしっこくらぶは

　☆よみきかせ　でした。　（７月３日）

ほしっこくらぶ －７月号－

初山別地区道路一斉清掃
　観光シーズンを目前に村の環境美化の一環として、

今年も初山別地区内の道路一斉清掃が行われました。

各町内で声を掛けあい、道路脇の雑草や砂、プラス

チック等が掃除され村内がキレイになりました。

　ご協力くださいました皆様、ありがとうございま

した。（７月６日）

夏の交通安全運動　村民総監視
　夏の交通安全運動の始まりにあわせ、初山別駐

在所前の国道沿いで村民総監視が行われました。

交通安全推進委員会の皆さんのほか、住民の方が

黄色い旗を持って沿道に整列し、安全運転を呼び

かけました。

　夏は交通量が多くなるため、事故が起こらない

よう、より一層気をつけましょう。（７月１６日）

新規漁業就業者祝金贈呈式
　令和６年５月１日に豊岬地区に独立就業された、

島　寛郎氏へ祝金が贈呈されました。

　本制度は漁業の振興と持続可能な発展のため、新

規就業を目指す者に対し、３年間の研修期間を設け

ることにより、支援制度や受入体制等の拡充を図る

ことを目的に制定されています。（７月２２日）
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提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

報告済繰越明許費繰越計算書について報告第２号

報告済事故繰越し繰越計算書について報告第３号

可決
初山別村過疎地域持続的発展市町村計画の変更につ

いて
議案第２５号

可決北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について議案第２６号

可決有明跨線橋更新工事請負契約の締結について議案第２７号

可決財産の取得について議案第２８号

可決令和６年度一般会計補正予算（第１号）議案第２９号

可決
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木

材産業施策の充実・強化を求める意見書

意見書案

第１号

可決地方財政の充実・強化に関する意見書
意見書案

第２号

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１８

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
７
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
加
藤
議
員
・
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。
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報
告

■
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

→
８
１
９
１
万
５
千
円
を
６

年
度
へ
繰
越
。

■
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

→
７
０
２
６
万
７
千
円
を
６

年
度
へ
繰
越
。

　
　
そ
の
他

■
初
山
別
村
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
市
町
村
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

→
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
災

害
対
策
の
追
加
。

垢
 髙
場
議
員

　
災
害
対
策
事
業
の
内
容
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
４
河
川
へ
の
カ
メ
ラ
の
設

置
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
修
、

避
難
所
へ
の
Ｗ
ｉ
儿
Ｆ
ｉ
設

置
、
ア
プ
リ
の
導
入
の
４
点
。

■
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

→
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

被
保
険
者
証
の
一
体
化
に
伴

う
変
更
。

垢
 三
谷
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

の
紐
づ
け
率
と
い
ろ
い
ろ
な

ミ
ス
の
状
況
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
紐
付
け
率
は
４
月
現
在

　
坩
９
％
、
本
村
で
ミ
ス
は

５２発
生
し
て
い
な
い
。

■
有
明
跨
線
橋
更
新
工
事
請

負
契
約
の
締
結

・
契
約
金
額

５
０
６
０
万
円

・
契
約
相
手

初
山
別
土
建
株
式
会
社

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

→
公
園
遊
具
（
チ
ャ
イ
ル
ド

ウ
ッ
ド
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
ベ
ン
チ
・

ウ
ッ
ド
ク
ラ
イ
ム
）
購
入
。

・
取
得
価
格

１
７
８
７
万
５
千
円

垢
 髙
場
議
員

　
指
名
競
争
入
札
業
者
と
落

札
率
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
村
内
３
社
を
指
名
、
落
札

率
は
　
坩
８
％
。

９８

垢
 鎌
田
議
員

　
取
得
価
格
に
設
置
費
用
も

含
む
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
設
置
費
用
も
含
む
。

垢
 斉
藤
議
員

　
し
ょ
さ
ま
る
ベ
ン
チ
の
設

置
場
所
は
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の

よ
う
な
扱
い
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
設

置
し
た
い
。

垢
 三
谷
議
員

　
遊
具
の
対
象
年
齢
３
歳
か

ら
６
歳
と
し
た
根
拠
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
小
さ
い
子
の
遊
具
で
あ
れ

ば
幅
広
く
使
え
る
遊
具
と
な

る
た
め
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
８
６
８
３
万
５
千
円
を
追

加
し
、　

億
２
９
０
３
万
５

２６

千
円
に
。

【
企
画
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の

実
施
方
法
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
協
力
隊
の
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
た
事
業
の
継
続
と

し
て
。

垢
 髙
場
議
員

　
必
修
と
な
っ
た
学
校
教
育

の
中
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
実
施
は
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
教
科
書
に
沿
い
段
階
的
に

進
ん
で
い
る
。

【
保
育
所
運
営
費
】

垢
 三
谷
議
員

　
送
迎
バ
ス
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
単
独
運
航
日
に
委
託
か
ら
、

運
転
手
雇
用
へ
変
更
。

　
　
意
見
書
案

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

実
現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
施
策
の
充
実
強
化

を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

に
関
す
る
意
見
書

提
出
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 
議
員

　
　
臨
時
議
会

★
第
１
回
臨
時
会（

５
月
　
日
）

１５

■
教
育
長
任
命
同
意

　
字
初
山
別

　
大
水
　
秀
之
 氏
（
再
任
）

■
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結

・
契
約
金
額

２
億
３
６
５
０
万
円

・
契
約
相
手

　
初
山
別
・
道
北
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
初
山
別
村
税
条
例
の
一

部
改
正
】

→
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

改
正
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
５
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）】

→
５
５
８
１
万
１
千
円
を
追

加
し
、　

億
３
１
０
３
万
円

２８

に
。

補

正

予

算

意

見

書

案

臨

時

議

会

報

告

そ

の

他
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人
口
戦
略
会
議
の
報
告
書
を

受
け
村
の
将
来
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て

議
員
　
今
２
０
１
４
年
に
日
本
創

生
会
議
が
報
告
書
を
発
表
さ

れ
、　

年
後
の
、
こ
の
４
月

１０

に
人
口
戦
略
会
議
の
報
告
書

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。　
人

口
減
少
社
会
と
題
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
提
言
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。　
そ
の
中
で
消
滅

可
能
性
自
治
体
と
指
摘
さ
れ

た
多
く
の
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。当
村
に
お
い
て
は
消
滅

可
能
性
を
脱
却
し
た
も
の
の
、

危
機
的
状
況
は
変
わ
っ
て
い

な
い
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
な
ど
活
性
化
対
策

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
う

生
か
せ
る
か
と
い
う
内
発
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
、
ま
だ
ま

だ
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

か
と
思
い
ま
す
。こ
の
様
な

中
で
、
今
後
に
お
け
る
村
の

将
来
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

村
長

「
人
口
戦
略
会
議
」
は
今
年
の

４
月
に
、
全
国
の
　
％
に
あ

４０

た
る
７
４
４
自
治
体
、
道
内

で
は
１
１
７
市
町
村
が
将
来

的
に
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

と
の
報
告
書
を
発
表
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

地
域
別
将
来
人
口
推
計
に
基

づ
き
、　

代
か
ら
　
代
の
女

２０

３０

性
が
２
０
２
０
年
か
ら
２
０

５
０
年
ま
で
の
　
年
間
に
　

３０

５０

％
以
上
減
少
す
る
自
治
体
を

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
定

義
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。こ

の
発
表
で
本
村
は
「
消
滅
可

能
自
治
体
」
を
脱
却
し
た
と

分
類
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
根
拠
は
明
解

で
は
な
く
、
決
し
て
楽
観
は

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
受

け
と
め
て
お
り
ま
す
。人
口

減
少
問
題
等
こ
れ
ら
の
諸
課

題
に
対
す
る
村
の
総
合
的
な

計
画
は
、「
第
８
期
初
山
別

村
総
合
振
興
計
画
」
で
す
。計

画
策
定
時
に
お
い
て
地
域
課

題
を
掘
り
起
こ
し
、
村
独
自

の
魅
力
な
ど
、
目
指
す
姿
の

実

現

に
向

け

た
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、「
身
近

な
営
み
・
自
然
」を
生
か
す
こ

と
、「
人
の
つ
な
が
り
」
の
強

さ
、
規
模
が
「
小
さ
い
」
か
ら

で
き
る
こ
と
が
本
村
の
特
徴

で
あ
り
強
み
で
も
あ
る
と
の

認
識
か
ら
、
総
合
振
興
計
画

で
の
本
村
の
目
指
す
将
来
像

を
「
人
と
自
然
。結
び
合
い
き

ら
め
く
村
、
し
ょ
さ
ん
べ
つ
」

と
し
、
村
民
が
一
体
と
な
っ

て
初
山
別
村
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。第
１
次

産
業
の
担
い
手
対
策
は
も
と

よ
り
、
少
子
化
施
策
と
し
て
、

村
立
保
育
所
の
保
育
料
無
料

化
、
高
校
生
以
下
の
医
療
費

の
無
償
化
、
妊
婦
健
康
診
査

へ
の
助
成
、
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ

の
導
入
な
ど
、
移
住
・
定
住

関
連
施
策
と
し
て
、
村
内
定

住
者
出
産
祝
い
金
、
住
宅
整

備
資
金
の
無
利
子
貸
し
付
け
、

定
住
促
進
住
環
境
整
備
助
成
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
実
施
な
ど
、

さ
ら
に
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
や
地
方
創

生
総
合
戦
略
検
証
会
議
で
も

意
見
の
あ
り
ま
し
た
民
間
賃

貸
住
宅
へ
の
建
設
費
支
援
、

地
域
公
共
交
通
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。今
後
に
お
き

ま
し
て
も
国
の
地
方
創
生
及

び
少
子
化
対
策
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
、
少
し
で
も
少

子
化
に
歯
止
め
を
か
け
れ
る

様
な
人
口
減
少
緩
和
策
と
、

少
な
い
人
口
で
も
幸
せ
に
住

み
続
け
ら
れ
る
様
な
仕
組
み

作
り
を
促
進
す
る
人
口
減
少

対
応
策
の
、
２
つ
の
視
点
を

も
っ
て
、
地
域
が
有
す
る
様
々

な
潜
在
力
と
優
位
性
を
充
分

に
発
揮
し
、
未
来
に
向
け
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

定
住
に
至
っ
て
い
な
い
が
。

村
長
　
協
力
隊
員
の
思
い
に
近
づ

け
る
よ
う
柔
軟
な
視
点
で
考

え
た
い
。

議
員
　
学
園
が
人
口
を
支
え
て
い

る
部
分
が
大
き
い
と
思
う
が
。

村
長
　
福
祉
施
設
へ
の
人
材
確
保

が
大
変
に
な
っ
て
い
る
た
め

支
援
事
業
を
継
続
し
た
い
。

議
員
　
子
育
て
支
援
策
の
充
実
と

環
境
作
り
は
。

村
長
　
子
育
て
支
援
、
教
育
へ
の

支
援
は
今
ま
で
の
考
え
方
以

上
に
推
進
を
図
り
た
い
。

一

般

質

問
加藤　一裕　議員

Ｑ 人口減少対策

　  　　　　 将来に向けた取組は

Ａ　人口減少緩和策と対応策の
　　　　　　　　２つの視点で進めたい

宮本村長



 

議
員
　
初
山
別
村
で
は
、
令
和
５

年
９
月
１
日
に
「
初
山
別
村

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

村
民
も
大
き
な
関
心
を
寄
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

初
山
別
村
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
第
４
次
（
令
和

３
年
度
～
　
年
度
）
計
画
は
、

１２

平
成
　
年
に
決
定
さ
れ
た

２７

「
日
本
の
約
束
草
案
」
に
お
い

て
の
令
和
　
年
度
の
温
室
効

１２

果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標

（
平
成
　
年
度
比
　
％
）
達
成

２５

２６

が
村
の
従
来
の
取
組
み
の
延

長
で
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
た
事
に
よ
り
、
削
減
目
標

を
平
成
　
年
度
比
６
％
（
平

２５

成
　
年
度
比
８
坩
４
％
）
と
し

１８
て
い
ま
す
。又
、
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
策
定

さ
れ
た
初
山
別
村
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
内
容
は
、

当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自

治
体
の
取
組
み
で
村
民
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
み
は
明

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目

標
に
向
け
て
は
、
村
が
内
外

に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
し

た
時
点
で
自
治
体
と
村
民
が

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
に

な
っ
た
も
の
と
認
識
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
組
む
事

の
具
体
策
を
村
と
し
て
早
期

に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
長
　
近
年
、
世
界
各
地
で
は
猛

暑
や
豪
雨
な
ど
地
球
規
模
で

の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
。生
活

環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
し

た
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地

球
温
暖
化
の
進
行
が
要
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。本
村
は
、
昨

年
９
月
に
村
の
豊
か
な
自
然

環
境
の
維
持
と
村
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

た
め
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。宣
言
後
の
村
の

取
り
組
み
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く
公

共
施
設
等
の
節
電
、
公
共
施

設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
源
で
あ
る
森
林
の

整
備
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
及
び

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
等
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
住

民
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
広
報
に

お
い
て
節
電
や
ゴ
ミ
の
減
量

な
ど
の
周
知
を
お
こ
な
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。議

員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
初
山

別
村
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
は
自
治
体
の
取
り
組
み

の
計
画
で
あ
り
、
村
民
に
向

け
た
取
り
組
み
は
明
記
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
は
、
自
治
体
、
企

業
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
一
人
一
人
が
日
常

生
活
の
中
で
問
題
意
識
を
も

ち
、
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば

達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。環
境

省
で
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
脱
炭
素
行
動
を
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
　
」
と

３０

し
て
整
理
し
周
知
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
に
お
き

ま
し
て
も
留
萌
振
興
局
と
の

共
催
で
住
民
の
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
意
識
醸
成

を
図
る
た
め
、
本
年
　
月
に

１１

自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
パ
ネ
ル
や
関
連
書
籍
を

集
め
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
フ
ェ

ア
」
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
と
い
う
高
い
目
標
に
向

け
て
、
自
治
体
、
企
業
、
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
可

能
な
取
り
組
み
か
ら
進
め
て

い
く
た
め
、
村
民
の
意
識
醸

成
を
図
る
た
め
、
一
人
一
人

が
日
常
か
ら
で
き
る
行
動

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

　
」
と
い
っ
た
脱
炭
素
行
動
を

３０広
報
誌
等
を
通
じ
て
積
極
的

に
周
知
し
可
能
な
事
業
を
展

開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
村
と
し
て
目
標
を
示
し
村

民
と
一
体
と
な
り
目
標
へ
向

か
う
こ
と
が
大
事
で
は
。

村
長
　
具
体
的
な
こ
と
を
周
知
す

る
こ
と
は
必
要
と
思
う
。情

報
提
供
を
し
っ
か
り
し
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
取
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。

烏

議会だ よ り

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ ゼロカーボンシティ宣言

　  　　　　 　　 による取組みは

Ａ　情報提供を行い
　　　　　　　取組みを進めていきたい

傍聴に来られた中学１年生



羽

議会だ よ り
　
　
議
員
研
修
会

　
７
月
２
日
、
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
た
北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

「
札
幌
が
東
京
よ
り
も
暑
く

な
る
涯
加
速
す
る
気
候
変

動
」
と
題
し
た
気
象
予
報
士

の
森
朗
氏
の
ご
講
演
で
は
、

天
気
予
報
の
細
部
に
つ
い
て

の
解
説
や
今
後
の
予
測
に
つ

い
て
。

　「
人
口
減
少
と
市
町
村
の

重
要
性
・
民
主
主
義
に
つ
い

て
自
省
を
含
め
て
の
所
感
」

と
題
し
た
元
衆
議
院
議
長
の

大
島
理
森
氏
の
ご
講
演
で
は
、

都
会
に
は
な
く
田
舎
地
域
に

あ
る
物
の
１
つ
で
あ
る
「
人

間
関
係
に
よ
る
資
本
」
を
含

め
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ル
に
つ
い
て
の
考
え
方
に

対
す
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

熱
心
に

耳
を
傾

け
る
議

員
が
多

く
、
と

て
も
実

り
の
あ

る
研
修

と
な
り

ま
し
た
。

　
　
定
期
監
査
報
告

　
令
和
５
年
度
定
期
監
査
を

６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の

２４

２８

５
日
間
実
施
。

　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

　
令
和
５
年
度
分
に
係
る
財

務
に
関
す
る
事
務
及
び
一
般

事
務

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並

び
に
関
係
書
類
の
閲
覧
お
よ

び
担
当
者
か
ら
の
説
明
を
求

め
た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び

必
要
と
認
め
る
一
般
事
務
は

良
好
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

事
業
の
執
行
も
適
正
と
認
め

る
。

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
春
に
な
る
と
畑
を
耕
し
、

堆
肥
を
入
れ
て
家
庭
菜
園
の

準
備
を
す
る
。
村
内
で
多
く

見
ら
れ
る
光
景
の
一
つ
だ
。

　
植
え
た
後
は
毎
日
の
水
や

り
、
強
風
や
寒
さ
対
策
、
炎

天
下
で
の
雑
草
取
り
な
ど
や

る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
地
上
で
は
小
動

物
が
、
そ
し
て
上
空
か
ら
は

カ
ラ
ス
が
家
庭
菜
園
を
狙
う
。

労
力
を
考
え
る
と
買
っ
た
方

が
安
い
！
と
言
わ
れ
る
事
も

多
く
そ
れ
も
一
理
あ
る
の
だ

が
、
畑
作
業
を
し
て
い
る
時

間
が
な
ん
だ
か
心
地
よ
い
。

ご
近
所
で
家
庭
菜
園
を
通
じ

談
笑
す
る
姿
は
田
舎
特
有
の

光
景
で
あ
り
、
と
て
も
微
笑

ま
し
く
思
う
。

（
文
責
・
斉
藤
勝
博
）

　
編
集
後
記

議

員

研

修

会

定
期
監
査
報
告

議　　会　　の　　う　　ご　　き
初山別村消防団春季消防演習（議長外全議員）９５　　　月

北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）
１１

総務経済常任委員会（委員全員及び議長）
１３

留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）議会改革特別委員会（委員全員）

例月出納検査（監査委員）１４留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・羽幌町）１４

第２回定例会（議長外全議員）１８例月出納検査（監査委員）
１５

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）２４第１回臨時会（議長外議員多数）

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２５北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）１６

留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）２６・２７町村議会議長・副議長研修会（議長・東京都）２１

７　　　月留萌地域総合開発期成会定期総会（議長・羽幌町）２３

全道議員研修会（議長外議員多数・札幌市）２・３北留萌消防組合議会臨時会（斉藤議員・羽幌町）２８

例月出納検査（監査委員）１１６　　　月

議会報発行特別委員会（委員長外委員多数）１６議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）
６

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監査委員・８月２日までの５日間）２９議会全員協議会（議長外全議員）

次
の
定
例
会
は

　
　
　
　
９
月
で
す
。

お
気
軽
に

傍
聴
に

お
越
し

く
だ
さ
い
。
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協力隊ほ っ と Ｎ Ｅ ＷＳ !!　「ハスカッ プ収穫」

迂

同じ作業をしても感じることは隊員それぞれ…！！

神
輿
を
担
ぐ
姿

　
初
山
別
に
来
て
、
３
年
目

に
し
て
初
め
て
、
神
社
祭
典

で
の
神
輿
行
列
を
見
ま
し
た
。

大
人
の
方
々
に
続
い
て
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
神
輿
行
列

も
　
「
わ
っ
し
ょ
い
！
」
と

？！
い
う
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
神

輿
を
担
い
だ
り
、
引
く
方
達

の
姿
は
、
な
ん
だ
か
た
く
ま

し
く
見
え
ま
し
た
。
ま
た
初

山
別
の
新
た
な
一
面
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
、
興
味
深
く
、

貴
重
な
時
間
で
し
た
。

【
石
田
】

　７月に加工センターにてハスカップの収穫に行ってきまし

た。夏の暑さの中、風で木々が揺れる音や鳥のさえずりなど

を聞きながら、一粒一粒手作業で収穫していきました。ハス

カップには、アントシアニンやビタミンＥなどの栄養素が豊富

と言われています。アントシアニンは、眼精疲労の改善や眼

病予防・視力の維持などに効果的、ビタミンＥは細胞が酸化

するのを防ぎ、老化や生活習慣病を予防するそうです。その

他にも、発育を促進するビタミンＡや、疲労回復につながる

ビタミンＢ１など様々な栄養素が含まれているそうです。酸

味が特徴のハスカップ。疲れが溜まっているなと感じた時や

さっぱりとしたい時など、普段から食べると健康に繋がりそうです！　　　　　　　　 【本間】

夏の収穫

　今年も加工センターでのハスカップ収穫の時期がやって

きました。初山別に来るまでは、どんな実なのか、どんな

味がするのか何も知らなかった果樹ですが、今年はハス

カップの季節が来ると、いよいよ夏が来たなという感覚に

なり、なんとなく土地に馴染めてきたような気がして嬉し

く思いました。ベテランの皆さんの早くて丁寧な仕事ぶり

はいつも本当に勉強になり、自分も何年も続けていくうち

に少しでもそんな手捌きに近づけるように頑張りたいと思

いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　【荻原】

ハスカップ収穫



雨

　
熱
中
症
と
は
、
気
温
や
湿
度
が
高

い
環
境
に
お
い
て
体
温
の
調
整
が
う

ま
く
い
か
ず
、
め
ま
い
や
だ
る
さ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
お
こ
る
状
態

を
い
い
ま
す
。
暑
い
環
境
に
体
が
適

応
で
き
ず
、
体
温
の
調
整
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
、
汗
を
た
く
さ
ん
か

く
こ
と
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
が
原
因
と
な

り
ま
す
。
室
内
外
の
ど
ち
ら
で
も
発

症
し
ま
す
。

主
な
症
状

１
段
階
目：

　
立
ち
く
ら
み
、
め
ま
い
、足
が
つ
る

２
段
階
目：

　
頭
痛
、
嘔
吐
、
だ
る
さ

３
段
階
目：

　
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
、
倒
れ
る
、

意
識
障
害
な
ど

そ
の
他
の
症
状：

　
大
量
の
汗
を
か
く
、
脈
が
い
つ
も

よ
り
も
速
い
、
顔
の
ほ
て
り
・
赤
み
、

呼
吸
が
苦
し
い
、
過
呼
吸
、
体
温
が

い
つ
も
よ
り
高
い

　
１
段
階
目
の
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き

な
ど
熱
中
症
の
初
期
症
状
に
気
づ
い

た
ら
す
ぐ
に
休
ん
で
水
分
や
電
解
質

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
）

を
補
給
し
て
下
さ
い
。
何
も
し
な
け

れ
ば
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
き
て
、

急
に
意
識
を
失
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

無
理
を
せ
ず
休
む
、
部
屋
の
ク
ー

ラ
ー
を
つ
け
る
、
木
陰
や
涼
し
い
場

所
へ
移
動
し
、
衣
服
を
ゆ
る
め
て
脇

の
下
や
首
、
太
も
も
の
付
け
根
を
冷

や
し
体
温
を
下
げ
て
安
静
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
対
策
１
】

喉
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を

　
汗
を
か
い
て
い
な
い
と
し
て
も
知

ら
な
い
う
ち
に
呼
吸
や
皮
膚
か
ら
失

わ
れ
る
水
分
が
あ
る
た
め
、
目
安
と

し
て
は
３
食
の
食
事
以
外
で
、
汗
を

か
い
て
い
な
い
場
合
で
も
１
日
に
１

２
０
０
悪
は
摂
取
が
必
要
で
す
。
喉

が
渇
い
た
と
感
じ
た
ら
そ
れ
は
も
う

脱
水
症
状
の
サ
イ
ン
で
す
。
喉
の
渇

き
を
感
じ
る
前
に
、
意
識
的
に
摂
取

し
ま
し
ょ
う
。　

分
～
１
時
間
毎
に

３０

コ
ッ
プ
１
杯
程
度
を
目
安
に
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
特
に
マ
ス
ク
に

よ
っ
て
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い

の
で
こ
ま
め
な
補
給
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

【
対
策
２
】

電
解
質
の
補
給
も
必
要

　
屋
外
で
の
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
時
な
ど
汗
を
か
く
様
な
状
況
で
は
、

汗
で
失
わ
れ
る
電
解
質
は
、
血
液
中

に
最
も
多
い
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
分
）

で
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
補
給
す
る
た

め
に
は
、
経
口
補
水
液
や
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
を
摂
取
す
る
こ
と
で
効
率
よ
く

水
分
補
給
が
で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
は
糖
分
が
多
い
た
め
、
水
で
う

す
め
て
摂
取
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
対
策
３
】

室
温
は
　
寿
を
目
安
に
扇
風
機
や
エ

２８

ア
コ
ン
を
使
用

　
室
内
で
は
直
射
日
光
を
遮
る
た
め

カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ
な
ど
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
温
度
計
や
湿
度
計
で
室
内

環
境
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
エ
ア
コ
ン
や

扇
風
機
を
活
用
し
て
下
さ
い
。

【
対
策
４
】

暑
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い

　
暑
い
と
き
に
は
外
出
な
ど
は
控
え
、

無
理
や
我
慢
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

外
出
す
る
場
合
は
、
帽
子
や
日
傘
な

ど
を
使
用
し
直
射
日
光
に
あ
た
ら
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

【
対
策
５
】

涼
し
い
服
装
を

　
夏
は
意
外
に
半
袖
よ
り
も
長
袖
の

方
が
涼
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
直
射
日

光
が
あ
た
ら
な
い
た
め
、
体
温
の
上

昇
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

長
袖
は
腕
に
か
い
た
汗
を
す
ば
や
く

吸
収
し
蒸
発
さ
せ
て
く
れ
る
た
め
、

涼
し
く
感
じ
ま
す
。

　
長
袖
を
涼
し
く
着
こ
な
す
た
め
に

は
、
素
材
は
リ
ネ
ン
素
材
、
レ
ー
ヨ

ン
素
材
、
イ
ン
ド
綿
な
ど
で
、
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
半
袖
に
羽
織
っ
た

り
、
レ
ー
ス
や
透
け
感
の
あ
る
素
材

を
選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
北
海
道
の
夏
も
年
々
記
録
的
に
暑

く
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
熱
中
症

の
症
状
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
対
応

し
、
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
医

療
機
関
を
受

診
し
て
下
さ

い
。

（
保
健
師

　
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

熱
中
症
の
予
防
と

対
策
に
つ
い
て



■
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
と
は

　
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す

る
苦
情
に
つ
い
て
、
北
海
道
苦
情
審

査
委
員
が
公
平
で
中
立
な
立
場
か
ら

審
査
し
、
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務

に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る

と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮

し
ま
す
。

　
申
立
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
電
話
や
匿
名
で
の
申
立
て
は
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談
セ

ン
タ
ー

〒
０
６
０
儿
８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

　
参
０
１
１
儿
２
０
４
儿
５
５
２
３

（
直
通
）
※
制
度
の
ご
案
内
の
み
（
電

話
で
の
申
立
て
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
姉
０
１
１
儿
２
４
１
儿
８
１
８
１

　
死kujyou.koueki@

pref.hokkaido.lg.j
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■
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

　
海
上
保
安
庁
の
幹
部
職
員
を
養
成

し
て
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

高
卒
見
込
み
の
方
、

高
卒
後
２
年
を
経
過

し
て
い
な
い
方
等

【
受
付
期
間
】

令
和
６
年
８
月
　
日
２２

か
ら
９
月
４
日

　
入
学
後
は
国
家
公

務
員
と
し
て
給
与
が

支
給
さ
れ
、
受
験
料
、
入
学
金
、
授

業
料
等
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp
s://w

w
w
.k
a
ih
o
.m
lit.g
o
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お
問
い
合
わ
せ
先

　
留
萌
海
上
保
安
部
管
理
課

　
参
０
１
６
４
儿
４
２
儿
０
６
５
６

　「
北
海
道
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等

の
事
故
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
は
、

近
年
増
え
続
け
る
水
難
事
故
を
防
止

し
、
み
な
さ
ん
が
楽
し
く
安
全
に
水

域
で
遊
べ
る
よ
う
、
作
ら
れ
た
条
例

で
す
。
次
の
内
容
を
守
り
、
一
人
ひ

と
り
が
水
難
事
故
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

【
条
例
の
目
的
】

〇
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
航
行
に

伴
う
水
難
事
故
等
を
防
止
す
る
こ

と
。

〇
水
域
利
用
者
の
生
命
、
身
体
、
財

産
の
保
護
に
寄
与
す
る
こ
と
。

【
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
と
は
】

　「
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
」
と
は
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
水
上
オ
ー
ト
バ

イ
等
　
ト
ン
未
満
の
レ
ク
リ
エ
ー

２０

シ
ョ
ン
用
の
小
型
船
舶
を
い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
船
舶
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

〇
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
な
ど
を
主
と
し
て

「
か
い
」
や
「
ろ
」
で
運
転
す
る

船
舶
や
小
型
ヨ
ッ
ト
な
ど
、
推
進

機
関
の
な
い
船
舶
。

〇
法
令
に
よ
っ
て
水
難
事
故
等
の
防

止
措
置
が
確
保
さ
れ
て
い
る
事
業

用
の
船
舶

【
有
資
格
者
の
自
己
操
縦
】

　
次
の
場
合
は
操
縦
者
自
ら
操
縦
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
港
の
出
入
り
や
狭
い
通
路
を
通
過

す
る
と
き

〇
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を
操
縦
す
る
と

き
【
非
正
常
状
態
で
の
操
縦
禁
止
】

　
飲
酒
等
に
よ
り
正
常
な
操
縦
が
で

き
な
い
場
合
は
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

等
を
操
縦
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
危
険
操
縦
の
禁
止
】

　
次
の
よ
う
な
危
険
な
操
縦
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

〇
危
険
な
速
度
で
遊
泳
者
に
接
近
す

る
よ
う
な
操
縦

〇
他
人
の
生
命
、
身
体
や
財
産
に
危

険
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に

よ
る
操
縦

【
救
命
胴
衣
の
着
用
】

〇
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ド
等
を
操
縦
す

る
と
き
は
救
命
胴
衣
を
着
用
し
、

ま
た
、
他
の
乗
船
者
に
も
必
ず
着

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制

度
の
ご
案
内

海
上
保
安
庁
職
員
募
集

卯

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

み
な
さ
ん
、「
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
等
条
例
」
を
ご
存
知
で
す
か
？



鵜

気象台ひと口メモ ～８月２６日は「火山防災の日」です～

　気象庁では、多くの方に火山のことを正しく知って火山災害に備えていただけるよう

「火山防災の日」特設サイトを開設しました。令和６年６月現在、十勝岳、大雪山の噴

火警戒レベルは１で、直ちに噴火に結びつく兆候はありませんが、噴火はいつ発生する

かわかりません。「火山防災の日」をきっかけに火山への理解を深め、火山災害の発生に

備えましょう。

お問い合わせ先　旭川内地方気象台　（電話：0166－32－7102）　

　※旭川地方気象台ホームページアドレス

　　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

最新の噴火警戒レベルはこちらから

　https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#7/43.118/142.69/&contents=volcano

「火山防災の日」特設サイト（気象庁ホームページ）

　https://www.data.jma.go.jp/vois/data/tokyo/kazanbosai/index.html

用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
の
水
難
事
故
等
防
止
措
置
】

　
水
難
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

〇
発
航
前
の
検
査
の
実
施
、
海
象
や

気
象
の
状
況
の
確
認
、
適
正
な
見

張
り
の
実
施
、
携
帯
電
話
等
緊
急

時
の
連
絡
手
段
の
確
保
、
出
入
港

箇
所
及
び
乗
船
者
に
関
す
る
記
録

の
整
理
、
そ
の
他
水
難
事
故
等
防

止
上
必
要
な
措
置

【
水
難
事
故
等
発
生
時
の
対
応
】

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
を
操
縦
中

に
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
は
、
直
ち

に
負
傷
者
を
救
護
す
る
と
と
も
に
、

最
寄
り
の
市
町
村
長
、
警
察
官
又
は

海
上
保
安
官
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
自
分
の
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
に
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る

と
き
は
除
か
れ
ま
す
。

【
水
域
利
用
調
整
区
域
】

　
令
和
６
年
度
に
新
た
に
指
定
さ
れ

た
区
域
は
次
の
通
り
で
す
。

①
石
狩
浜
海
水
浴
場
水
域

②
お
た
る
ド
リ
ー
ム
ビ
ー
チ
海
水
浴

場
水
域

③
銭
函
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
水
域

④
銭
函
海
水
浴
場
水
域

⑤
蘭
島
水
域

・
蘭
島
海
水
浴
場
水
域

・
水
産
動
植
物
増
殖
施
設
水
域

⑥
浜
中
・
モ
イ
レ
海
水
浴
場
水
域

⑦
壮
瞥
温
泉
園
地
水
域

　
指
定
期
間
・
指
定
区
域
の
詳
細
は

水
域
利
用
調
整
区
域
の
指
定
に
関
す

る
ペ
ー
ジ（
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

を
ご
確
認
下
さ
い
。
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窺

水道メーター自動検針システムを導入します

（水道スマートメーター通信端末の設置）

　初山別村の水道及び下水道（農業集落排水、個別排水）を利用されているご家庭及び事業

所等を対象に水道メーター検針の無線自動化を行うため、通信端末を設置します。

　このシステムにより、各世帯へ個別

訪問をせずに検針を実施する事が可能

となります。また、各家庭での漏水に

ついても、早期に発見できるようにな

ることなどから、建物及び家屋内設備

への被害の軽減や、漏水に伴う水道等

使用料の負担についても軽減できるも

のとなります。さらに、使用水量の把

握が容易となることから、独居高齢者

の安否確認等についても活用を予定し

ております。（例として、水道不使用

が数日間続く状態などがあった場合、

個別に訪問等を行なう）

 通信端末の設置工事などの概要 

　令和６年７月～９月末日にかけて水道スマートメーターの通信端末の取り付け作業を実施

いたします。［取付工事受注者：㈲三協産業　代表取締役　藤田　覚］

　通信端末は家屋の壁などに設置されている表示器のそばに取り付けます、作業時間はおお

むね３０分程度で終わります。（断水はありません。）なお、通信端末の取り付けについて料金

が請求されることはありません。

【取付参考例】～現場の状況により設置方法が変更となります。

※ご不明な点がございましたら経済課上下水道係までご連絡願います。

（表示器の横に設置）　　　　　　　 （表示器の下に設置）



丑

令和６年度　自 衛 官 募 集
試 験 会 場試　験　日受付期間応募資格募 集 種 目

留萌（毎月試験日があります。）

（通年行っ
ています。）
広報官へ
ご確認
下さい。

１８歳以上
３３歳未満

自 衛 官
候 補 生
（男子・女子）

１次：留萌及び旭川　
２次：旭川　　　　　

１次：９月１８日～２１日
　　　のうち１日
２次：１０月９日～１４日
　　　のうち１日

７月１日
～９月６日

１８歳以上
３３歳未満

一 般 曹
候 補 生
（男子・女子） １次：１２月７日～１２日

　　　のうち１日
２次：１月６日～１３日
　　　のうち１日

１０月１日
～１１月２８日

１次：旭川　　　　　
２次：１次合格通知　
　　　にてお知らせ　
３次：海上自衛隊　　
　　　自衛隊札幌病院
　：航空自衛隊　
　　　静浜基地　　　

１次：９月１６日
２次：１０月１２日～１７日
３次：海上自衛隊
　　　１１月１５日～１２月１１日
　　　のうち１日
　　：航空自衛隊
　　　１１月９日～１２月１２日
　　　のうち指定する期間
　　　（６日間）

７月１日
～９月５日

海上自衛隊
１８歳以上
２３歳未満

航空自衛隊
１８歳以上
２１歳未満

航 空 学 生
（男子・女子）

１次：旭川　　　　　
２次：札幌　　　　　

１次：１１月２日
２次：１１月３０日～１２月４日
　　　の指定された日

７月１日
～１０月１７日

１８歳以上
２１歳未満

防衛大学校
（一　般）
（男子・女子）

１次：旭川　　　　　
２次：防衛医大　　　

１次：１０月１９日
２次：１２月１１日～１３日
　　　の指定された日

７月１日
～１０月９日

１８歳以上
２１歳未満

防 衛 医 大
医学科学生
（男子・女子）

１次：旭川　　　　　
２次：札幌　　　　　

１次：１０月１２日
２次：１１月２３日・２４日
　　　の指定された日

７月１日
～１０月２日

１８歳以上
２１歳未満

防 衛 医 大
看護学科学生
（男子・女子）

〇各種目試験案内については自衛隊旭川地方協力本部ホームページ内の「募集種目のご案内」
からご確認できます。

　お問い合わせ先（住所が変更になりました）

　留萌市大町２丁目留萌地方合同庁舎２階
　自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所

　　参０１６４－４２－４６５０ 自衛隊旭川地方協力本部葛
ホームページＱＲコード　



金木水火月総合診療医による診療

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

毎日●●●●●要担当医
内　　科

総
合
診
療
医

毎日●●●●●●●不要当番医

毎週火曜日・木曜日●●不要当番医外　　科

毎日（処置・注射のない方）●●●●●要担当医
整形外科

毎週火曜日・木曜日●●不要当番医

＊急なケガなどの緊急の場合は上記診療日以外でも御相談ください

金木水火月専門診療（出張医師等）

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

１２日・２６日●要佐々尾医師消化器内科

専
　
　
　
門
　
　
　
外
　
　
　
来

５日・１９日

※代診になる場合があります。
●要重原医師呼吸器内科

２５日　第４水曜日●要高橋医師循環器内科

２６日　第５木曜日●推奨木村医師総合診療科

未定●要佐々尾医師フレイル外来

４日・１１日・１８日・２５日●
推奨穴口医師

整形外科

１２日・１９日・２６日●

９日・３０日●推奨覺田医師

６日・１３日・２０日・２７日・３０日●●推奨八島医師

２日●推奨引野医師

１０日・２４日●要渡部医師

井上医師診療日以外●●●●●不要高橋医師
小 児 科

未定●●不要井上医師

毎週火曜日●要旭川医大医師眼　　科

毎週火曜日●●不要金野医師婦 人 科

奇数週水曜日●要札幌医大医師耳鼻咽喉科

毎週木曜日●推奨札幌医大医師泌尿器科

毎週金曜日●不要札幌医大医師皮 膚 科

＊受付時間

　午前：８時～１１時（泌尿器科のみ１０時３０分まで）午後：１３時３０分～１５時

＊人間ドック・健診等

　検査内容等に応じて曜日が異なります。ご希望の方はお気軽に病院までお問い合わせください。

＊病院の診療に関する最新の情報は、病院ホームーページや公式ＳＮＳより案内しております。

　ぜひフォローをお願いいたします！

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

令和６年９月外来診療体制
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Ｘ
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　初山別村民憲章　　体をきたえ、心をみがき明るい村にしましょう。
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● 今月の主な行事予定 ●
（８／１３～９／１２ ）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（８月号）１３昇

８

月

乳幼児健診１４昌
初山別村戦没者追悼式１５昭

１６晶
１７松
１８掌
１９捷
２０昇
２１昌

予防接種２２昭
粗大ごみ２３晶

２４松
２５掌
２６捷
２７昇

広報配布（お知らせ版）２８昌
２９昭
３０晶
３１松
１掌

９

月

２捷
３昇

ほしっこくらぶ４昌
予防接種５昭
破砕ごみ・危険ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）６晶

７松
８掌
９捷

敬老会１０昇
乳幼児健診１１昌
広報しょさんべつ配布（９月号）
頭部MRI健診（初山別）

１２昭

臼

交通事故死ゼロの交通事故死ゼロの日日
～令和６年７月３１日現在～

思いやり運転を

心がけましょう

ひ と の うごひ と の うご きき
～令和６年７月３１日現在～

人口　1,032人（△１）

世帯　512 世帯（＋１）

煙男　　505人（△１）

煙女　　527人（±０）

（　　）は前月比

3383
日目

　岬まつり前の豊岬駐車帯の整備を、村

観光協会・村建設協会・留萌建設管理部

をはじめとする地域の方々に実施してい

ただきました。ご協力いただいた皆様あ

りがとうございました。（７月８日）

豊岬駐車帯清掃

 転　入 
７／２　ＨＥＮＤＲＩ ＫＵＲＮＩＡＷＡＮ
　　　　　　　　　（豊　岬）
７／２　ＰＵＰＵＮＧ ＩＮＤＲＡＷＡＮ
　　　　　　　　　（豊　岬）

 おくやみ 
７／２４　　米　 　孝　吉
　　　　　　　９３歳（有　明）




